
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

産業廃棄物処理計画書 

久留米市長 殿 

提出者 

住 所佐賀県佐賀市成章町6

氏 名 大和ハウスエ業株式会社 

支店長 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 0952

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 
その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

2024 年 

番5

6 月 4 日 

号 

西九州支店 

-27-7473 

事 業 場 の 名 称 大和ハウスエ業株式会社 西九州支店 （久留米市内の施工現場） 

事 業 場 の 所 在 地 福岡県久留米市内 

計 画 期 間 令和6年4月1日～令和7年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①
 

事
 

業
 

の
 

種
 

類
 
D06 総合建設業 

②事 業 の 規 模 完成工事高 14, 609百万円 

③従 業 員 数 0
 
8
 
名
 

/7、産業廃棄物の一連 
進ノの処理 の エ程 

別紙の通り 

.Confidential （日本産業規格A列4番） 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 
大和ハウス工業醐本社 

技術統括本部 
環境リスク管理部 

支店長 

大和ハウス工業脚西九州支店 

廃棄物管理責任者 

住宅工事課 集合住宅工事課 お客様相談センター 建築工事課 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

①現状 

【前年度（ 5 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙の通り 

排 出 量 別紙の通り t t 

（これまでに実施した取組） 

・各施工現場における廃棄物の分別を徹底します。 
・法令を遵守し適正に委託処理するとともにマニフェストの適正管理を 

徹底します。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙の通り 

排 出 量 別紙の通り t t 

（今後実施する予定の取組） 

継続して取り組みます。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・コンクリートがら・アスコンがら・その他がれき類・がラス陶磁器くず・廃プラ 
・金属くず・混合・石綿含有産業廃棄物・建設汚泥・紙くず・木くず 
一・繊維くず・石膏が外’・ALC 

／ー．テラスターホ。ード‘ホ。ート’類コンクりートがら・土砂不燃ごみ・ダンホ’ール・スチ17い 
・金属くず・電気配線・良品木材・その他木材・廃プラ・紙くず 
・集合塩知ス・水銀使用製品 ※工場デポ分別品目 

、一工場デポ化による分別精度の向上 ．ノ 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

継続して取り組みまおnfidential 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（ 5 年度）実績】 

N 産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

L t 

れまでに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（ 5 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自 ら熱回収 を行 っ た 
産 業 廃 棄 物 の 量 t I 

自ら中間処理により減量した 
‘ 業 廃 棄 物 の 量 t i 

こ‘・までに実施した取組） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自 ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

t 

自ら中間処理により減量する 
産 業 廃 棄 物 の 量 

「 

（今後実施する予定の取組） 

N 

.Confidcntial



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（ 5 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

①現状 

自 ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物 の量 

t 

(-‘までに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 
、 

自 ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物 の 量 

（今後実施する予定の取組） 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

①現状 

【前年度（ 5 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙の通り 

全 処 理 委 託 量 別紙の通り t 

優良認定処理業者への 
処 理 委 託 量 t 

再生利用業者への 
処 理 委 託 量 

t 

認定熱回収業者への 
処 理 委 託 量 t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処 理 委 託 量 

t 

（これまでに実施した取組） 

.Confidential 



（第5面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙の通り 

全 処 理 委 託 量 別紙の通り t t 

優良認定処理業者への 
処 理 委 託 量 t t 

再生利用業者への 
処 理委 託 量 

t t 

認定熱回収業者への 
処 理 委 託 量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処 理 委 託 量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

※事務処理欄 

.Confidential 



第1面 ④ 別紙1 
＊エ場デポ 

－→：廃棄の流れ 

［二二I ．委託処理部分の範囲 処理・処分 廃棄物 

1 ~ 

発
生
源
 

燃料 破砕  ト 

燃料 焼却・溶解 

有価  ト 

石膏ボード 溶解 

有価 

再生路盤材 選別・破砕  ト 

再生路盤材  ト 焼却・溶解 

有価 

燃料 破砕  ト 

再生路盤材 ト 選別・破砕 

廃プラスチツク 

廃プラスチツク 
（石膏ボード） 

H 金属くず
ガラスくず及び 
陶磁器くず 

紙くず 

木くず 

がれき類 

各
呪
場
 

Confidential 



第1面 ④ 別紙 2 

『」ら」I 
- ＊醐サンワ環境 

委託処理部分の範囲 
廃棄物の流れ 

Lーー－ー』 
ート 

処理・処分 廃棄物

1 
埋立 廃プラ（石綿含有） 

再生 
（セメント材料） 

- 焼却・焼成セメント材料・燃料 ー→ 圧縮 

再生 
（鋼材） 

- 切断鋼材原料 -, 圧縮 

駐
 

ー十
十
ーー
 

廃プラ 

金属くず 

再生骨材 -―→ 

破砕 
ガラス・石膏原材料など 

ー→ 破砕 主r 

ガラ陶（石綿含有） 

ガラ陶（その他） 

埋立 破砕ト コ ガラ陶 
I （口ックウール・ク’ラスウール）

再生 
（プラスタ→ドード・土壌改良材・再生紙類） 

→ 
破砕 

ガラス・石膏原材料など 
- 破砕 

ガラ陶 
（石膏ボード） 

再生 

（ガラス成型品・鋼材など） 
→ 

選別 
ガラス・石膏原材料など 

→ 破砕 
ガラ陶 

（水銀使用製品） 

再生 

（路盤材） 
焼却・溶融 瞬

 H ガラ陶 
（廃太陽光発電パネル） 

再生骨材 → 破砕 コンクリートがら 

1 再生骨材破砕  ト 

埋立 ト 

再生骨材 破砕  ト 

アスファルトコンクリートがら 

がれき類（石綿含有） 

その他がれき類 

再生紙類 → 圧縮 →→ 紙くず 

再生 
（燃料・たい肥） 

破砕 
木材チップ 

破砕 

再生 
（セメント材料） 

焼却・焼成セメント材料・燃料 ト 破砕・圧縮 

埋立 破砕ト  ト 

一
「
ー
ー
－
J
 

木くず 

繊維くず 

混合廃棄物 
（管理型） 

＊三和物流(1 

再生土・再生洗砂 ト 造粒固化 汚泥 

＊同野口商会

有価 紙くず 

各
現
場
 



様式第ニ号のハ（第八条の四の五関係別紙） 

（第2面） 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 5 年度）実績】 

産業廃棄物の種類 ）
け
 

'’・“く十及び陶磁． 

くf（石,含有） がれき類 金属く・ず 紙くず 繊維くず 廃プラスチック 
廃プラスチック 

（石綿含有） 木くず 

排 出 量 
54.230 t 8.250 t 1249.600 t 90.000 t 0.300 t 2.700 t 8.400 t 0.200 t 26.500 t t t t t t t t 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

一け 

'‘う1くナ丑び陶臓， 

くず（石“含有） がれき類 金属くず 紙くず 繊維くず 廃プラスチック 
廃プラスチック 
（石綿含有） 木くず 

排 出 量 
43.384 t 6.600 t 999.680 t 72.000 t 0.240 t 2.160 t 6.720 t 0.160 t 21.200 t t t t t t t t 

（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

＼、、過ii
①現状 

年度（令和 年度）実績】 
癖麗棄物史弾類 ”…‘ 

騎篇欝離＼、 .-.j t t t t t t t t t t t t t t t 

②計画 
【目標】 

、、、、＼ 
産業廃棄物の種類 ・ー・“'' "“・r一ー・；、与ミ矛tき製、全属くず 紙くず 繊維くず廃プラスチック員プ・ス・“"m 木くず 

轟警製臂Q)、 
自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

～、、、＼、 

【前年度（令和 年度）実績】 ～＼、～ 

産業廃棄物の種類 '-''‘●’●~＜’匡●‘． がれき類 金属くず 紙くず 繊維くず 廃プラスチック ここお～岨ミ更、 木くず 
“、 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 t t t t t t t t 

～、、、、＼ 

t 、＼~ t t t t t t 

自ら中間処理により減量した 
産業廃棄物の量 t t t t t t t t t 

～、、～ 

t 

、＼\' 

~ t t t t t 

【目標】 
＼、、、、、 

産業廃棄物の種類 がれき類 金属くず 紙くず 繊維くず 廃プラスチック ‘一ヲ、●ノ，‘石“合m 木くず 
＼、、、」 ー 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 t t t t t t t t t

 
t t t t 

\t 

\~ t t 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 t t t t t t t t t

 
t t t t t 

、、、、、 

t 
、、＼ 



様式第ニ号のハ（第八条の四の五関係別紙） 

（第4・5面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 
ー～～ー～ー． 

一I前年度ーI令和 年度）実績】 

産業廃素扇雇頭二二二 っ一一ー～一～ーーこ一 "I く”r ~｛‘《”’" 

~~~～ー一 

がれき類 金属くず 紙くず 繊維くず 廃プラスチック 夏プ●、f7 ’「て1'',l 木くず 

①現状 
自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 t t 

~～一～~～一 

t 

~~～ー～ー～, 

t 

~～ー～~~～ー 

t ～ーー～ー～~～も r 一 t t t t t t t t t t 

【目標】 

-~～ー 

一～一～~~~～ー～ 

産業廃棄物の種類 "",‘．~‘，圧■‘． がれき類 金属くず 紙くず 繊維くず 廃プラスチック fl *#P (SIISWI 

ー～ー－ 

木くず ~~~~~ 

~~~~～」 L 
②計画 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 t t t t t t t t t t 二 二 

～一～~~～一 

t 

～ー～~~~~ 

t 一～～一～ t ~~～ー～14, 
「－-

I~:：廃棄物の処理の委託に関する月 ‘項 

【前年度（令和 5 年 度）実績】 

産業廃棄物の種類 
''）スくず及び陶巨暑 

くず 

●‘●Aくず及び陶“' 
くず（石嶋含有） がれき類 金属くず 紙くず 繊維くず 廃プラスチック 

廃プラスチック 
（石綿含有） 木くず 

全処理委託量 
54.230 t 8.250 t 1249.600 t 90.000 t 0.300 t 2.700 t 8.400 t 0.200 t 26.500 t t t t t t t t 

優良認定処理業者への 
処 理 委 託 量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

t 

t 

t 

t 

'‘ 

t 

t 

①現状 再生利用業者への 
処‘理 委 託 量 54.230 t 0.000 t 1249.600 t 90,000 t 0.300 t 2.700 t 8.400 t 0.000 t 26.500 t 

t 

t 

t 

t 

十」 

t 

t 

認定熱回収業者への 
処 理 委 託 量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 

t 

t 

t 

t 

十』 

t 

t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処 理 委 託 量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0,000 t 0.000 t 

t 

t 

t 

t 

I- 

t 

t 

【目標】 

産業廃棄物の種類 
r ，スく十及び脚古‘ 

くず 

I与●くず五び陶田寿 
く十（石綿含有） がれき類 金属くず 紙くず 織維くず 廃プラスチック 

廃プラスチック 

（石綿含有） 木くず 

全処理委託量 
43.384 t 6.600 t 999.680 t 72.000 t 0.240 t 2.160 t 6.720 t 0.160 t 21.200 t t t t t t t t 

優良認定処理業者への 
処 理 委 託 量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t t t t 

②計画 再生利用業者への 

処 理 委 託 量 43.384 t 0.000 t 999.680 t 72.000 t 0.240 t 2.160t 6.720 t 0.000 t 21.200 t t t t t t t t 

認定熱回収業者への 
処 理 委 託 量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t t t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処 理 委 託 量 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0,000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t 0.000 t t t t t t t t 



（第6面） 

備考 

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入す 

ること。 

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合におけ 

る元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等 

の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了 

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記 

入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、 

自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量 

と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組 

を記入すること。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理 

委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関 

する法律施行令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用 

委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1 

項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外 

の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組 

を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別 

紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、 

産業廃棄物の種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記 

入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記 

入すべき事項がないときは、 「ー」を記入すること。 

※欄は記入しないこと。 

Confidential 


